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奉還 と 記 ン 
ぐ 本 稿 で 用 いる 韻律 用 語 に つい て > 
1 友 


2 土着 韻律 書 に 座 け る ggZZ7zye 類 の 規定 
3 Fat 7Z7zZ に 於 ける zz の cZgzg の os の 規則 


も ら 


_ (上記 3 章 は 2 の 77@ の 7272 の の S の 韻律 規則 を 論じ た も の で ある 。 text 侯 現 れる 具体 


的 形態 は . 続編 8 4 Pali /ZZg&g に 於 ける Z@72 の cz の os の 形態 , 8 5 text の 
修正 と metrical 1icence, に 於 て 扱わ れる 。) 


く 略 語 と 記号 
ーーー 一 特殊 な 略語 ・ 記 号 だ け を 記載 する 。 他 は 慣用 に 従う 。 


Pa. Pali 


7 の . 
7. 


jataka (普通 名 詞 ) 
Jataka (固有 名 詞 ) 
E The Jataka together with its の 一 VI ed. V. 
Fausbgll (London 1877 一 96): VII (Index) ed. D. Andersen 
(1897). 一 一 一 B97( ビ ル マ 文 字 ) 及び C** (セイ ロン 文字 ) の 各 
( 写本 に 基く 。 
DI _ The Jataka: Naranda Devanagari Pali Series III 28 ed 
D. Kashyap (Bihar Government 1959). 


4 が 6ZoZ, (上 .) “Das Jataka Vom weisen Vidhura",、WZKS 1971。 p.23-56. 


77e。 (CV.S.) う The Practical Sanskrit-English PipHgWary (Poona 1891), 


- 偽 ppendix AA: Sanskrit Prosody. 


po772e,(W.B. ) Kunala-Jataka, Text and Translation (PTS 1970. 
oe. Hemacandra: Chando/nuSasana (Y. infra p.21 n.1) 


/ の cO0?,。 ( 是 .) “Uber die Entwicklung der indischen Metrik in nachve- 


discher Zeit"”。ZDMG 1884,p.590-619. 


(156) Pali な fggg に 於 ける が gozgxggs の 性 格 ( 阪 本 ) 


2y の 2 の の 727 の 22 


プ . 
/ 
6. 
2. 
722277。(. ) 


ソ z7. 


世 2Z の e ヶ (AA. 民 .) 
此 epey。 (A.) 


数 字 


ed. 廿 . D. Velankar (Bombay 1949). ーKe.。Jd.。 Jk. 


及び He. の 4 text を 含む 。 


Jayadeva: Jayadevacchandah (Yv. infra p.21 AD 


Jayakirti: Chandofnu8asana (Y. infra p.21 n.1) 


Kedarabhatta: Vrttaratnakara (v. infra p.21 n.1) 
Pingara: Chandahsutra (Y. infra p.21 n.1) 

Saddaniti IV (Lund 1949),p.1148 一 72 : E. Conspectus 
Terminorum (Metricorum ). 

Sangarakkhita Thera: Vuttodaya (Y. infra p.21 n.1) 
Pali Metre (PTS 1967), spec. Chap.V: Mattachandas. 
Uber die Metrik der Inder: Indishe Studien VIII (Berlin 
1863), spec. p.157 一 457. We | 


の ん 57 の cc77272 の 8 
ZZ7g7 が AZ 

の 74 の の cc の 72 の の S の の 

c の の @22ce (Y. infra p.20) 
どの 722CC/72 77 の の S 

7 の 077 

222 の 77 の 

7 の 7 の c の の が の 5 

の /e72277 の (Y. infra p.20) 
の 2 

$/ の の 


sy2c の O/77 の 2 (V. infra pD.17) 


が ZS7zz の 7 


の の 77 の 77 ア の 


_ の 6g2 の 77 
各 72. 内 部 の 詩 節 番号 
その 詩 館 が 2g27 た で は な く の の. で ある こと を 示す 。 


第 中 。 2 3。 ds の. 
韻律 上 軽い 音節 
韻律 上 重い 音節 


(KAN は と ご は (0 と 一 惑 い は ペン と ー の 両方 の 形 が 諾 きれ る 


こと を 示 ず 。) 
MP 
音 の 上 の 作 


組 律 上 の 休 忠 (侵し: 主 節 の 終り で は 
原文 へ の 添加 
短 母 音 の 長 母 音 化 


Pali /ZogAZ に 於 ける 6 が gc の gs の 性 格 ( 阪 本 ) 157) 


母音 の 上 の ン 長 母 音 の 短 母 音 化 

和 ほ 音 の 上 の < 軽 音節 と し て 扱わ れる 母音 十 鼻 音 bnW 

C+ く V>.C5 svarabhakti (子音 結合 Cr Cs 中 へ の 母音 V の 挿入 ) e 
作 く OU か Y 


本稿 で 用 いる 凶 律 用 語 に つい て > 


本 稿 で 用 い 、 る 彰人 係 の 術語 に つい Mu 単に 説明 する 。 斉 律 の 分 類 並び に 術語 は 
韻律 書 に より 若 十 の 相違 を 示す が , こ で は 最も 一 般 的 用 法 に 従 2 。) Pali の 韻律 
(は 2 の 77 の 274 の 3S の 著しい し し Prakrit の 韻律 に で は な く , 本 質 的 に 
Sanskrit の 韻律 に 属し , Veda の 井 律 か ら 古 典 Skt. の 韻律 へ と 移行 し て ゆく 過渡 
「 期 に 位置 づけ られ る 。 従っ て その 術語 も Skt. の 術語 と よく 対応 する の で , 以下 

_Skt. 名 称 を 用 いて 記す 。 

1 詩 節 は 原 ! 則 と し て 4 つの 2292 (詩句 : *c・ の ひ か ら 成 る 。 各 2 末 及 
び 韻 律 に よっ て は ヵ g. 内 部 の 特 2 7977 が > ) が 設け られ る 。 韻 
律 は , 7 イ 7 を 構成 する 音節 の 数 , 音節 の 軽 , み 272@, gZ0g な ど に よっ て 規定 され 
る 。 「 

は 2 に 定め られ る 。1) 長 母音 (ZZ を 含む ), 2) 子音 結合 に 
ょ よ り 後続 され る 母音 , 3) gzzzso@7@ を 伴う 母音 ,4) 子音 を 伴っ て 終る 母音 ,5) Zz- 
s27g@ を 伴っ し 和 以上 の よう な 母音 を 有する 音節 は 重い (gy : 一 う )。 そ 
れ 以 外 の 音節 は 軽い (gg : つ )。 一 般 に ZZ. 末 の 音節 は ,, 2 > かわ 
ら ず 重 音節 と し て 扱わ れる が , 若干 の 例外 も る ある (本 稿 で 論じ る 範囲 内 で は 常に 重 
音節 と し て よい : ン 或いは 一 の いずれ の 表記 も 可 )。 C+ 7 21 一 25 : Ke. 1 
9 一 10: cf. 上 e0ez p.211 一 - 6。 219 一 26. ) 

な お Pa. で は , 上 記 の よう な 重 音 館 を 作る く 母 音 二 の sz@7@> と 並ん で , 音 館 
を 重 に し な い 軽 い 邊 母音 (e.g. め が 韻律 上 設定 され る 。 

22277@ は , 韻律 に お ける 時 間 的 単位 で , 1 72g/z は 1 娘 ., 1 ge 三 2 7gg が se 即 
ち 2 み . と 勘定 され る (cf. W.S.Allen : Phonetics in Ancient India,London 
1953,p.83 一 7)。 還 " 

gc は 一 定 の . を 合 有 する 音節 冬 で あっ て , Skt で は 4. の gegg (1) 
0 0 の の ツン ンー の ニン ツ ら グン ント 
いら れる 。 6 「 | 

古典 Skt. 音律 (CZ の 93) は 普通 三 大 別 き れる : 1) As4Z2cc/g7 の 25 ( 各 ヵ の . 
を 構成 する 音節 の 数 と 軽重 (にょ っ て 規定 され る 韻律 ): 2) 2 の cZgzgs ( 各 Zg. 
の 保有 する 多 . 数 に より 規定 され る 韻律 ): 3) ggzgccZgzg9gs ( 各 ヵ の . を 構成 する 
g2%Z (こより 規定 され る 韻律 )。 て 1 ) を 27 が o 又は 2gzzgor が 7g。2) 3) を まとめ て 
797 又は 2 の の の 277 が 2 と し て 二 大 別 す る 説 る ある, cf. 玉 epez p.179 sq., 288 sq.) 

1) 2c. は 更に , a) sgzzgzZ7 が 2 (4 の . の 構成 が 同一 ), b) 92 の 25229277Z (3 


(158) Pali 72726Z に 於 ける 2772cZgz の gs の 性 格 ( 阪 本 ) 


と c, b と d の 構成 が それ ぞ れ 同一 ), c) sgzzgo/ が 2 (4 ヵ Z. の 構成 が すべ て 異 
な る ) の 三種 に 分 けら れる 。 2) ZZ. も, SG7222777 で ある a) ZZz27 の sg722@ 類 
と , の 2 の 4s4722 の 2 グ 77 の で ある b) の の 2772 の 頼 と に 二分 され る 。 前 者 は Pa. で 用 い 
られ な い の で , 本 稿 で 扱う zzc. は b) zgZ7. 類 に 限ら ちら れる 。 gc7. は , 4 つの ヵ g. 
で は な く 2 つの ZZgyxgg か ら 成 り , の み y2 (Y. infra p. 9 n. 4) に 代表 され 
以上 の 古典 Skt. 韻律 は , Veda 彰 律 を 母胎 と し , 民間 音楽 の 影響 を 受け な が ら 
発 記し て きた も の で ある 。 特に zzc.、 と gcz. は , Veda 韻律 の 圏外 に あっ た 民間 
音楽 を 起源 と する と 推測 され て いる 。 (V. infra p. 21)。 ' 

Veda 韻律 は も っ ぱら 音節 の 数 に よっ て 定め られ , 個々 の 音節 の 軽重 に つい て は , 
一 定 の 傾向 が 看 取 さ れる も の の , 古典 Skt. 韻律 の 場合 の よう に 厳格 に 固定 され て 
いな い 。 そ の 中 で も 特に 後代 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し た も の は ,gzzse0z(8 音節 x 4 ) 
77S が 467 (11 音 節 x 4 ), 22g27 (12 音 館 x 4 ) で ある 。 ges702 は 後に epic の 
$o&Z に 発展 し , 以後 代表 的 Skt. 韻律 と し て 隆盛 を 誇る 。 5./7og. も 37. と 並 
ん で 愛好 され 続け , ここ か ら 多 く の 重 要 な 2cz. が 生み 出さ きれ た 。 「 
Pa. canon で 用 いら れる 一 般 的 な 韻律 は , 837., 7 が ./72g. , gcZ. (2Z9@)。 ZZc77. 
(2g が が. 類 ) で あり , この 順序 で 頻度 が 減少 する 。 これ ら は いずれ も ゃ 古典 Skt. 韻律 
より も は る か に 古い 発達 段階 に 属し , 一 般 に , 古典 Skt. 韻律 の 規則 の 厳格 さ に 対 
し て , 作詩 上 大 きた 自由 が 許さ れる 事 を 特徴 と する 。 他 に いろ いろ た 種類 の gc 
も 散見 され る が , 古典 Skt. 的 な 完成 に は 達し て お ら ず , 絶対 重 も 少な た い 。 Pa. に 
見 られ る 37.。 及び 27./7gg. の 最も 一 般 的 な 形式 は 次 の 通り で ある 。 

2 ac デデデ デン ーー 一 jibd : デデデ デン ーー ンー (人 腸 し 第 2 ・ 

第 3 音節 の ン ン , 及び bd 第 3 ・ 第 4 音 館 ンー は 避け られ る 。 ac に は 
幾つ か の 変化 形 が 許さ れる 。 ) ー 


22. っ ーー ニー デン ジー ンー ーー デ ダ だ 4: 


7gg デー デー デジ ンジ 


ーー トン ーー バン ーー 4 。 


Skt. 韻律 の 概説 と し て は , 4z7e : /gygg@2zg7。 Intro. と List : 政 epey. 
極 < 簡略 な 要約 と し て は , e.g. 上 . Renou et 本 . Filliozat : Linde classique 
1} (Paris-Hanoi 1954)。 appendice 2 : A Macdonel1 : A Sanskrit Grammar 
for Students (3rd. ed. London 1927)。 Appendix II. Pa. 表 律 に 関し て は 。 
SzZ7 及び Pgge が ある 。 ーーーーー 「 「 


S] 序 


初期 仏教 文献 の 韻文 を 胡 う 際 に 韻律 の 考察 が 不可 欠 の 前 提 と され る と い 
2 誰 識 は , F.Edgerton? 及び 廿 .Smith? ら の 諸 業 績 以来 , 現在 で は 既に 
常識 と な っ た 観 が ある 。 額 律 の 研究 は , 単に text を 批判 し 適正 な edi- 


Pali /Z7Zg に 於 ける Z972cZg の gs の 性 格 ( 阪 本 ) (159) 


tion を 定め る の に 必要 な ば か り で た なく, で こと に 用 いら れ て いる 言語 の 正 
確 な 形態 を 指し 示す 事 に よ 5 未だ 十分 な 解明 に 至っ て いな い BHS 及 
び Fa. 庄 の 研究 に 光 を 投げ か け , 同時 に 韻律 使用 状況 の 比較 対照 を 通じ 
て text の 成立 事情 の 解明 < 1 つの 客観 的 証拠 を 提供 する も ゃ の で も ある 。 
_ 初期 仏教 文献 に 用 いら れる 諸 斉 律 の 中 , 最も 一 般 的 で 且つ 起源 の 知 い 
$%。 及び あ 2./7xg. に つい て は , 早く か ら 耳 .OIdenberg? を 始め と する 
西欧 の 研究 者 達 に より その 性 格 と 歴史 が 明か に され て きた 。 他方 , 
に より 代表 され る 新しい 韻律 gc. の 類 は , 仏教 文献 に 於 て は 極め て 用 例 
が 限ら れ , 且つ 又 閉 し く 伝 承 途 上 の 損傷 を 被っ て は いる も の の , 古典 Skt. 
_ 及び Pkt. の 文献 で 愛用 され た た め に , 土着 韻律 学 に より 明確 な 規則 を 与 
えら れ て きた 。 加え て , 廿 .Jacobi や に より 土着 韻律 学 に は 知ら れ て いな か 
っ た 古い 段階 の 2Z が 発見 され , みみ 2 の 成立 過程 が 明か に され た (v. 
infra p.9n.4)。 この 業績 を 受け 継い だ 上 .Alsdorf9 は , Pa. canon 全体 
並び に Jaina の が eZe772@ 99S2277 中 の 全 47@ 詩人 吊 の 検討 に よっ て , Pa. 
・Ardhamagadhi 文献 に 用 いら れ て いる @W9@ の 全貌 を 明か に し, 新 
@ の 39 の 使用 が 一 般 に text の 成立 の 新 し さ と 対応 する 事 を 証明 し た の で 
ある 。 ー 
| バー ころ で , 最後 に 残る 韻律 ze2. に つい て は 事情 は は る か に 困難 で あ 
o 第 一 に , 初期 仏教 文献 中 に 残さ れ て いる 用 例 が , 少数 と 言わ れる gc/. 
りゃ も 更に 一 層 少 な い 。 第 二 に , 古典 Skt. に 見 られ る 用 法 は , eZ. と 
いう 名 称 に 腰 わ れる 本 来 の 性 格 か ら 人 逸 朋 し て , むしろ 実 質 的 に は ec. の 
方 向 へ 変哲 し , Pa. に 見 られ る 実態 と は は る か に 隔 っ て し まっ て いる 
(Y. infra 8 2)。 それ 故に, 長い 伝承 過程 を 経て 現在 に 至る まで , Pa. 
canon に 於 ける 7%cZ. の 規則 は は っ きり し な いま ま 放 置き され て , 写本 自 
体 も 極め て 月 れ た 形状 を 示す 一 方 , 近代 の 校訂 出版 に 際 し て も 往々 に し て 
不 注意 な 取扱 い を 受け て 来 た (この 間 題 に 関し て は 別 稿 8 4 で 扱う )。 
_ と は 言え , 近代 の 研究 者 が 全く 隊 訳 で 
は な い 。 早く に Jeco02 Cspec. p.591-5) は 。 。 Jaina 及び 古典 Skt. 
の 各 文 貢 中 の 22c2. を 調査 し , トル NO だ SG しか し 
彼 の 仮説 は , 論考 の 材料 た る Pa. ge27. 類 --- の AgzzZze2wQ Ced. YV. 
Fausbg11, Copenhagen 1855),。Appendix の 30 詩 人 節 一 一 が 少数 過 ぎる 事 , 及 
び こ の 材料 か ら 導 き 出 され た 韻律 形式 が 余り に 窮屈 で 全 Pa. ze27. 類 の 
実 馬 を 覆い 切れ な いと いう 欠点 か ら , 現代 の 研究 者 が その まま 踏 龍 する 事 
は で き な い で あろ 5 。 (/2co72 並び に S2z277。 比 2Zey の 具体 的 検討 は , vY. infra 
8 3。) 8 [ 


(160) Pali /Zz&z に 於 ける 2729cZgzggs の 性 格 ( 阪 本 ) 
_ 次 いで , 5S2z27Z が Sed2o227 の 附録 と し て 呈示 し た も の (spec. 8.4 一 
8.4.2.6) は , Pa. 2927. 類 の 多様 な 形態 を 実例 と 共に 網 継 し , 示唆 に 富む 
注記 を 伴い , その 全体 像 の 把握 と 実際 の 品 律 分 析 と に 大 き な 手 助け と な る 
が , 客 律 形式 設定 の 根拠 が 十分 仙 せ られ ず 重要 な 問題 が 残さ れ た まま に 
な つ で いる “ と ] 
寺島 Gy 取 5 の gp 

る 。 即ち , 主要 経典 中 の oe27. / %Z の . 約 350 詩 節 1420 zg.) を 分 祈 し , 
その 統計 に 基 い て Pa. cz. の 性 格 を 考察 し , 更に text の 年 代 関係 を 
推定 し よう と する も の で , 材料 の 豊富 さと 論述 の 詳し き で は この 種 の 研究 
と し て 随 一 の も の で ある 。 し か し , まこ と と に 残念 な 事 に , 彼 の 統計 表 に は 
単に 形態 毎 の occurrence の 合計 数 が 掲げ られ て いる だ け で , 具体 的 な 出 
典 並 びに 当然 加え られ た に 違い な い 幾 多 の text 訂正 の 指示 が 一 切欠 如 し 
て いる た め に , 読者 が 彼 の 分 析 結 果 を 再 検証 する 道 が 全く 閑 ざ され て い 
る 。 周知 の よう に , 初期 仏教 文献 の 校訂 出版 は , 写本 並び に 語学 上 の 時 代 
的 制約 に ょ より, その 大 多数 が 今日 の 水準 に 於 て は 不 完全 な も の で ある か ら , 
韻律 分 析 は 常に text の 批判 及 至 は 言語 学 的 考察 と 相関 し , 研究 者 の 主 鈴 
的 判断 に 依存 する 程度 が 高い 。 従 っ て , 具体 的 な 出典 と text 訂正 の 指示 
を 欠い た 統計 は , 証 夫 の 山区 点 ど て 極 で AR 代 間 証し 
な がい 。 

さて , 以上 の よう な 諸 研 究 者 の 業績 に より , Pa. ZZ. の 基本 的 様態 は 
お お むね 捕捉 され て は いる が , 22c. の 本 質 に 関わ る と 同時 に 実際 の text 
分 析 に 際 し 大 きる 攻 困 を 左 万 する 独 る か の 陳 挟 問 司 還 し 本 雪が 
分 な 客観 的 根拠 に 基く 解 谷 が 子 え られ て いな い 。 

筆者 に 先 に , Pa. /@. 全体 を 通じ て ZZ. 4990 詩 館 と それ ら を 含む 生 
72%. を 検討 し . その 範囲 内 に 於 て 最も 区 当 と 志 (われ る 70. の 規則 を 探っ 
で スス み だ を: や と より て この 是 は 。.Pa。 7 ん 全体 の 一 部 分 に 過ぎ ず , 84 あい 
5 1 text の 性 格 に も 支配 され , これ だ け の 材料 で Ta. 22. の 諸 問 是 
を 人 解 決する 事 は 到底 不可 能 で ある 。 従っ て , 本 稿 で 呈示 する も の も 飽く ま 
で 暫定 的 な 仮説 に 過ぎ な い が , 将来 の この 課題 解決 の た め の 1 つの 資料 と 
し て , 上 記 の 結果 を 要約 し た い 。 筆者 の 知識 と 経験 の 不足 か ら , 用 いた 
edition〉 の 範囲 の 狭 さ か ら , 当然 異論 や より 適切 な 解釈 も ある 管 で ある 。 
韻律 分 析 を 更に 他 の text に 押し 進め る に 従っ て , EAGLE 
も ゎ も 出 て くる と 思う 。 研究 者 各位 の 御 批判 を 切 に ぢ 2 。 
_ な お , 個々 の 7w. 内 部 に 於 ける 2 詩 館 と 他 の 癌 律 の 詩 館 と の 関係 
の 検討 は , 現存 する /w. の 成立 諸 層 を 明か に する 上 で 大 変 重 要 な 人 役割 を 
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果たす も の で ある が 。 こ の 回 BI 関し て は 積 を 改め た い 。 


前 汐 の 理 由 か ら , 扱う すべ て の 震 節 に 対し て text と その 修正 を 示す 事 が 望 
まれ る 。 本 稿 で は , 韻律 規 上 制 定 に 関わ る 特に 重要 な 詩 館 に 限り 人 答 じ る が , 続編 8 
4 ・8 5 に 於 て , 番号 と 記号 号 を 用 いて 全 mch. 詩 館 が 記載 され る 予定 で ある 。 一 一 
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0 Spec. "Meter,。 _Phonology and OCNOGS4BH in Buddhist Hybrid 
Sanskrit”。 TAOS 1936, p.197 一 206 : Buddhist 時 ybrid Sanskrit Grammar 
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2、 Spec. Saddaniti … (vV. 略語 と 記号 s.v. SzzZ/): “Les deuXx prosodies 
du VerS bouddhique”, Human. Vetenskapssamfundets i Lund Arsberattelse ( 
1949 一 50。 p.1 一 43: “Retractationes rhythmicae", Studia Orientalia 1951。p. 
3ー37: Analecta Rhythmica”。 Studia Orientalia 1954 (入手 で きず 未 見 ). 

3. Spec. “Bemerkungen zur Theorie des Cloka”, ZDMG 1887, p. 181--8: 
Die Hymnen des Rigveda T. Metrische und textgeschichtliche Prolego- 
mena (Berlin 1888): “ZZur Geschichte des Sloka”。 NG 1909。p. 219 一 46: “Zur 


] Geschichte der Tristubh"。 NG 1915, p. 490 一 -543. 


4. _Spec. “Uber die Entwicklung…" (Y. 早 語 と 記号 s.v. /gco0 の の: “Zur 
Kentniss der Arya" , ZDMG 1886。 p.336 一 42. 

5. “Itthiparinna&”。 IIj 1958, p.249 一 70: he Arya Stanzas of the Uttara- 
_jhay& (Mainz。 Akad. d. Wiss. u. d. Lit. Abh. Geistes- u. SoZialwiss. 
K1. Jg. 1966 Nr.2, p.153 一 220): Arya Stanzas in the Thera-Theri-Catha 
CAppendix IT in The Thera- and heri 一 Gatha, 2nd. ed. PTS 1966) : Die 
Arya-Strophen des Pali-Kanons (Mainz,。 Akd. … Jg 1967 Nr.4。p.243 一 331.) 
6. 上 記 の 外 に , 個別 text に 於 ける 具体 的 な cz. を 扱っ た 論文 と し て は , 上 . 
Alsdorf: “Uttarajjhaya Studies"。 TIj 1962、p.110 一 36: “Das Jataka … (Y. 
語 と 記号 S.V. 4/sgo が げ ). 特に 後者 は , 本 稿 で も 扱う 重要 な 1 巡 . (N. 545 
7 の 7g の 977g-7 な . ) の 詩 節 の 構成 を 論 人 論じ た も の で ある が ,. gzZz. の 規則 に 関し て 
は 279e に 全面 的 に 導 っ て いる よう で ある 。 筆者 の 検討 結果 と は 必 ら ず し ゃ 一 致 
し た い (Y. infra S92.2.1)Y 921:HY DY: 別 稿 84 3.2.i))。 「 
6. Pa. canon の 検討 に 際 し て の ビル マ 文 字 ・ タ イ 文 字 ・ モ セイ セン 文字 の 各 版 の 
重要 性 は 広く 認 議 さ れ て いる に も か か わら ず , 本 稿 の た め に 利用 する 事 が で きず 
学 う ヒ て D に より ビル マ 文 字 版 の 形 を 用 う に 留まっ た o 上 記 諸 版 の 検討 が 緊急 の 課 
題 と し て 残さ れ て いる 。 


9 で 
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92 土着 韻律 書 に に 於 け る Ye242/g 類 の 規定 


DP canon に 見 られ る の 97 問 の 実 態 考察 する 前 前 人 に, まず 十 着 壮 律 
書 の 与え る 規定 を 概観 し た い !。 [ [ 財 
22ge7w 以来 の Skt. 韻律 書 は , の 977. に 対し て zeZ. と し て の 
貫 し た 規定 を 与 を て いる 。 こ の 規定 は , Pa. ze の . 類 の 実態 と 比較 すれ ば 
か な り 窮 屈 な も の に な っ て は いる る が , な お 多 、 の 件 限 内 で の 音節 形態 の 
自由 を 残し て い る 。 。 と こる が : Okt。 文 柚 で の 実際 の 適用 に 隊 EN 
の 額 律 は , 音 飾 の 数 と 軽重 の 固定 し た ee. へ の 道 を 自 進む と 共に , そ 
の 諸 変化 形 か ら 多種 多様 な g%. を 生み 出す に 至る 。 こ の よ ょ うな 状況 を 反 
映し て , 閣 律 書 も る 又 , 2 の 2. と し て の 規定 を 与え る と 同時 に , これ と は 別 
に , agz. 化し た 2097。 類 を も 記載 し て いる 。 「 [ 
まず , cz. と し て の の 07. 類 に 与え られ る 伝 定 は 六 の 通り で あ 
の 0 
1) 1 詩 節 は 4 9. か ら 成 り ,ac で は 6 %w., bd ば 8 7 し の あと 
に , ぉ :) 一 ご ーー ンー の 付加 され た 癌 律 が 2 た, b ー ン ーー - の | 
付加 され た 韻律 が wwccd24%sae。 c) プン ーー の 付加 され た 上 健 
が 9 の 2722 の 9 で ある ⑦*. TV 32, 33, 34 : Ke. IT 12。 13, 14 : 1 が . 28 29 30)o 
2) ac の 初め の 6 7., bd の 8 2%. G.e. o ヵ eg V. infra 83 1 1 (と 
於 て , 8) 偶数 番目 の 7%. と 次 の 2%. が 結合 し て 1 つの 重 音 館 を 形成 し 
て は な ら な い " (Pz TV 35 : Ke. II 12)。 b) bd で 6 つの 軽 音 館 が 電 読 し 
で は な わな か い 人 (re: IV 36 : re: TE 12.: 7 28)8/ 
3) 2) a) に 対す る 例外 と し て 次 の 形 が 認め られ る ?) (opg. だ け を 示す )。 
8 ) ac ラン ーー ンジ デー bd シー ンジ デー ジー デー・ 遇 : の QAS22292272 の 7 
CKe. IL15: Yig/ 50 0 1 ( 
b) MC ンー ンー bd 守 2) に 従 ら ・ 2d2 と 7 の 7772 (PZ. IV 38 : e. 
It 16: Y が . 32。 0 中 和 00O 
eaac: 2). に 従 2。Dd デー トン ェ ンジ : ZZcy027772 の (の 』 IV 37 : 
Ke. IT 17 : We が . 33)。 昨 和 GR 0 
9 の わ ac シー ンジ デー bd CO Peor77gAd の (Pz: 
IV 39 : Ke. II 18 : Ye. 34)。 「 剖 | 
e) abcd シー ンジ ンー : cz22s222 の 0 (ZZ. TV 40 : fe. II 20 : が 
36.)。 | 「 
f) abcd ジン ンー ンジ ンー : 0 の OZ の 2 が が 2 の 9 (TV 41 : Ke. IT 19 : 
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以上 の 規定 は どの 川 書 Hc も ほほ 共 通す る が 。 その 外 に た, /&. VI 26 及 
び 7e. III 62 一 64 は 特異 な 一 変種 2 の 9077 (及び その 同族 ) を 記載 し て 
いる の 900 の の 形式 は 。 ac : 8 2. + ンジ デン ン 一, bd : 10 ZZ. 十 
ンー デー デー ン 一 。 即ち , ze. の 後半 一 Ss ンー の 旬 1 と 第 2 の 重 音節 
が 固定 きれ て いな たい 。 更に 2) a) の 制約 を も 免れ て いる o 従っ て , 上 記 
の 7 と 比べ 非常 に 大 き な 形 態 上 の 自由 を 享受 し , 池 者 の 相 定 泌 る .Pa: 
の 027. の 範囲 を さえ を ゃ も 越え て い る (vi imfra 88 3.1. ij))。 の 7 の PKt。 名 
72@g0776 (Y. infra p. 多 


作柄 似 する 名 称 か ら も , 又 /. 及び ge 
が い ずれ ゃ も Jaina 70 ある 二 (cf. 72y2922zo p.37,41) か ら ゃ も 。 


22@ge の 7 が Skt. 韻律 に 取り 入れ られ る 以前 の 2027. の 前 身 に 何 の 
還 わ り を 折 つ の で は な いか と 交 され る 。 


と ころ で , 古典 Skt. の 実際 の 用 例 で は , 7. の 覆 の 中 で ある 程度 の 自 


放さ れ て いる 答 2 20g. が 実質 的 に は 。 0 


集中 し , 0 守 還 全 ミン 22C. Na 


っ か り 和 失っ て し まう (27 が た > の ンー シン ン ーーー ハイ ーー デュ バン ーー ーー トバ ハン ーー バン 
ーー ハン ーux。2 : の 7 カ . ュー イー ニー トイ トイ ーー イア トン テー デ ャ テン ペン ーー ーー ハン ー テ ュ ン ーー トン ーーー 一 
x 2)。 


7 及び 2. の 本 来 の 部 分 は と の gcz. 化 さ れ た oeZ./gg の . に 触れ 
て いな い が , 如 @. の 増補 部 分 及び / を ., 万 e. の ょ 2 な 才 雪 新選 韻律 
書 は 様々 な 名 称 の も ゃ と に これ を 採録 し て いる %。 0 

上 記 の gez. 化 さ れ た の 67./%2 の . と は 別に 。 ac 一 一 シン, bd: 一 
ーー ツー で 始ま る 2 の . (622 の 2o7727 の の 。 CE ト ハ ント ペン sw ペン Dd トシ ン シン 
ー ト ハン トペ ン で 始ま る の 2927. (2zgzgog を 7 の ), 同じ く gz の . (が zzS/77ZgZ@) の 
3 gz. が 5. 以下 の 韻律 書 に 掲載 され , の みな ら ず , Ke. 自身 GT 10) 


が ZZ の eZZ6 三 の 027. , の 947gZ の ニ g2 の . で ある と 明記 し て いる ゆ 。 又 


2472 の 22 (v. infra 83 3: お ) を 伴 の の 0 た (supra 2272277Z) か らい は 
ZZogZ7o7ZD の ペン ミョン っ っ トン シテ イプ) が バ 発 発生 する 
同様 @227. か ら も 。 の 2gooo0 で ラフ ンー ジン ー い プン ーー 一 ハス ンー トン 
ー ト ハン ーー-X 2), S の の g07 の 人 ーー ぶす) 等 の ec. が 得 
られ る 。 | ro 
以上 の 諸 韻 律 は , 2e27. 類 か ら 直 接 導 か れる qc. で ある が , それ 以外 
(に も, の 07Z. 須 の 時 導 を 疲 間 各 9 受け て 形成 され た ez. は 数 え 切 れ な 
Ne 0 
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以上 の よう に , 土着 韻律 書 の 与え る 2d27. 類 の 像 は , 22c2. か ら ge. 
まで の 大 き な 振 幅 を 示し , 時 代 が 下る に 従っ て 6. 類 か ら 著 生 し た go 
の 掲載 数 が 増大 する 傾向 が 見 られ る 。 

最後 に , ge. の 起源 と 名 称 に つい て 一 言 する 。 //7 グ / 直見 られ る 7 
の 概念 , 並び に ン ン ニー の 互換 の 原理 は , Veda 韻律 に は 全く 知ら れ て 
いな いも の で あり , 民間 音楽 の 影響 を 受け て 成立 し た 事 は 間違い な いで あ 
ろう 。 同 時 に , 固定 され た 後半 の リズ ムー ンー ツン ーー に Veda 以来 の 伝 
統 的 韻律 て spec. 7zg.) の 名 残り が 見 つけ られ る 事 も 事実 で ある 。 恐らく 
民間 起源 の 音楽 的 な 韻律 が , 後半 に 伝統 的 リズ ム を 固定 され る 事 に よっ て 
Skt. 客 律 に 取り 入れ られ た と 推測 され る 。 ' 半 
更に 又 。 oe27. の Pkt. 名 称 gog2AZ か ら は , “2072776g 王 72 の 6g0- 
90 (A 遊 詩人 宮廷 詩人 )” 及び 4xgoe の cw 地方 と の 密接 な 関係 が 予想 され 
る 。 この 予想 は , Pa. 及び Ardhamagadhi の 2 の?2z. 詩 節 に 特徴 的 に 現 
れる , いわ ゆる “Magadhism” nom. sg. -e 及び r の 代り の DD) に よっ て 
ゃ も 裏付け られ る ゆ 。 | 


1. Cf. epez spec. p.307 一 14(: Pz. TV 32 一 41), p. 358 一 68(: do. V31 一 44): 
、 Jgygggyzg2 (人 バ e.。/9.)/ ん を. 万 e. の 4 text と 詳し い 序文 及び 一 覧 表 )。 以上 の 外 
に 用 いた text は , ア z. ed. Visvanatha Sastri : Bib1. Ind. new series N.230, 
258, 307 CCalcutta 1874): e. ed. Vaidyanathasastri (Benares 1927): 万 e 
ed. 廿 .D. Velankar (Bombay 1961). Pa. 韻律 学 に 関し て は , Yz7. ed. で G.E. 
Fryer (Calcutta 1877): 『 ツ ッ ト ー ダ ヤ 』 訳 証 , ed. & tr: 信人 仏教 研究 
の 1973 が ある が , 前 者 は 入手 で きず 未 見 。 
_ 近代 の 研究 者 に は , 不思議 に この @227. は 無視 され て い る : 9 が 7 の は , ほほ 
に 0 か 6@Z カ 27. で は な く て Proto-geg. と し て 扱う 。V. infra 83 1.3. ふ . 
3. 即ち syc: Gnfra 83 3.1.) が 許さ れず 。 営 に マ ン ジ ン ャ (に の の で 書 
き 表わさ れる 形 を 取る 。 こ の 規定 は , P:.。 Ke.,/.。 7 を .。 万 . な ど 人 ほとん どす べ 
て の 主要 韻律 書 に 明記 され て いる に も か か わら ず , Pa. 宮 律 書 Pzz. に 限り 無視 
され て いる 。 Vzz. は 古典 Skt. 韻律 学 , と り わ け Ke. の 強い 影響 下 に 著 さ れ た 
も の と 言わ れ て いる が (Si7 が 8.4.)。 それに も か か わら ず と この 規定 に 限り Xe. etc. 
に 背 馳 す る の は , Pa. 2g7. 類 の 実状 を 考慮 し た た めで ある と 思わ れ る 。 実際 に 
zz77. 282 の 条文 自身 ぶ こ の 制限 規定 に 抵触 する 形 を 示し て いる (Y. infra 83 3. ' 
1. iii))。 な お 素 e2ez Cp.308sq.) が , この 規定 に より 排除 され る ozg. の 形 と し 
で .acn ン ーーー ジ bd ンーーー ン ジン じ か 挙 げ て いな い の は お か じい 。 も つ で も る 偶 
数 番目 の %. が 次 の 女 . と 結合 し て いれ ぼ (e.g. ac: シー ンー) 許さ れ な い 
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る 。:(Y.。 infra..83 3.1.11098 0 
4. YA こう \ に 関し て は , v. infra 83 3.2.c.1). 
5. a)^f) の 特殊 形 が 2 が . に だ け 許 され る と い 2 解 和 収 と , og か ・ 4 の .・ @ の 97- 

の 三 者 すべ て に 適用 され る と Mx \ う 解釈 の 両方 が ある (cf. 中 e の ey p.312 : /gygdZygz 
ps157)。。 し CE.1nfra- n.8. 

。6。。 // に は 欠如 し て いる 。 年 っ Gi わた の 許 ず .2).a) に 対す る 例外 形 は 。 ac : 
ンー ンジ bd: ジマ ンー ン ジン … 人 限ら れる 。 と の 事実 は 9 の g. の 構造 に 
関し て 極め て 示唆 的 で あり , Pozger の “Proto-ggzg” 区 分 に 対立 する 。 

7. Yw7. 33,34,35 の 規定 に 従う と , c) す 1D の bd の 形式 ほ ー ン ー ン デー 

- と な り , 上記 の 形式 ⑦ ヵ .。 Ke.) より も 狭く な る 。 。 

8. 放 . CVI 14,15, 19, 20,24, 25) 及び 万 e. CIII 5960) に 従う と og が .・g6 の .・ 
Z の 7. の 各 奇 数 ^g. x4. 或いは 偶数 27.x 4 か ら 成 る 韻律 は すべ て C の 72477 の 52727 或 
い は の 7 の 77 が の と 呼ば れる (cf. /ZyZg の 9 の 722 D.157sd.)。 

9. Cf. 7gygd の cg p.149 sq.c.n. 

10. 60727 の 779 の 7 と gz の . の 関係 に つい て $ も 272yzeZ76 (CZ. 注釈 ) が じ て い 
2 ろ 。 韻 妙 な 事 に , 62ggz@. に 対応 する 2927. 形 は 知ら れ て いな い 。 7 ヵ 9. の 初め と 終 
り の 対称 性 が ここ に 考慮 され る か も 知れ な い (cf. 攻 ZZ の e7 S172)。 の 47227 ん 7 の と 
( Zs が ZZgy@( に 見 られ る よう な 軽 音 節 の 連続 は 伝統 的 に 回 避 さ れ て きた も の で ある が , 
この リズ ム の 目新し さか ら 上 記 2 韻律 は 早く に ozg27. 類 か ら 独 立 し て go. 化し た 
も の らし い (v. infra 83 3.2.0)。 

11. 7gcopz CD.610) は これ を 7&g. か ら 導 く が 柳 成 で き な い 。 

12. zg2. の 起源 に 関し て は , cf. 72ygg@772 D.12 sq.,24, 27 sq.: M27 の e ヶ 
8115 一 21: 47sgo ゲ p.27 一 9. gg が 、 の 語 原 に つい て は 様々 な 説明 が な され て きた ,cf. 
下 epez p.295。310 n. : /gco p.593 n.1. og77. に 於 ける Magadhism に つい て は 
cf. 47sgo7 げ 1oc.cit. 72. で は 次 の 箇所 に 見 出さ れる : N.388 7 の 272-76. 199: 
N.545 Zzz の 2977g-7 の 6. 30 59 700. に 


.S 3 ]ataka に 見 られ る 7 の 7 の CZ72 の 2S の 規則 
/e. り 中 に 筆者 が 検討 し た 22CZ. の 詩 旬 は, の 209 77. と gz の . 144 


の 7. の 計 353 の の 7. で ある ?。 と れ ら の 材料 に 基 い て Pa. ze. の 規則 を 
探っ て みた い 。 


1. 定 義 

1.1. 1 詩 節 は 42g. か ら 成 あ e。 ac は 142z.。 bd は 162. を 有する 。 
各 27. は , 音節 形態 の 自由 な 前 半 の の 222g と ,。 固定 され た 後半 ce22ce 
ー ン ー ツ ンー と に 分 けら れる 。 以上 の よう な 韻律 が 9w27. で ある 。 


(166) _ Pali 7ZzZ に 於 ける が 279cZgzZ2s の 性 格 (阪本) 


く の の @72222@〉 <C@ の 6@22C@> 
jaC 0267 が た エー ニン ニン ニル み 
科 9 の. 十 ーー 一 ハシ ーー ンーー ーー 162Z2z。 


i) 但し , 特殊 な 場合 に 限り , bd (に 9. の opg. 2. 全体 で 17%.) が 認め 
れる (infra:2.2:)。- [ ii ' 
200 の て の の. ー ン ー ン 一 の 代わ ちり に 一 シー ンーー を 持つ 


韻律 が @2 の . で ある 。 各 27. は 従っ て 2%. ずつ 増え る 。 
1.3. 2a77: の cg. 5 の 代わ り に ー ン ンーー を 持つ 韻 


律 が 227. で ある 。 各 2 が Z. の 2. 総数 は 2027. と 変わ ら な い 。 

1) 土着 韻律 学 の 規定 に 従う (supra p. 23 c.n.2)。 他方 , SZ277 は この よう な 
韻律 を むし ろ proto-geg. の 名 で 載 録 し て お り (8. 7. 2.9), 2 た . の 名 で は gcZ. の 
形 (- 一 ン ン ー ン ンーー, シン ンーー ン ンー ンーーー x 2) を ちえ る (8 
7.2,11)。zg 計 . の 一 変種 と し て , cad 一 シン ン ーー を 伴い . 他 の , 選 は gg27. に 準 
ずる 音 員 律 が 仙 夏 , そこ か ら Skt. の zeg., so の gg7 等 の 9c/. が 発生 し た 事 は 疑 

い 得 な い 。 これ ら の gc が. 2eg. が 最も 愛好 され た と ころ か ら , S み 7 は proto- 
2eg. を 考え ん だ た の で あろ う が , 陸 2 E に 依拠 し て , @267. の 存在 を 
予想 する の が 妥当 で あろ う 。 の ・ 中 に 上 記 の よう な 完全 な @227. 詩 節 は 
見 つけ られ な い 。 しかし, 2gZ7. 剛 生 た Cc@ の ⑦. ーー\ ン ンーー 又は 
ーー マー ンー を 検討 する 際 に ,2 ヵ の . の 存在 を 考慮 する 必要 が ある (infra 4. 2. 6 1)。 | 

ii) og.。 9 の .。 @2 の 7. の 間 に は , opg. に 現われ る 形態 の 傾向 に 若干 の 相 倍 
が 想 され る が . 筆者 の 調査 段階 で は 明か で な い Ccf. 屯 2zgey 8172, 8173)。 居 下 
の _ opg. に 関す る 記述 は , 三 者 に 対し て に 語れ の 9 | 


「 2. 《bd に 関す る 附則 》 
2.1. Dbd の 9 が g. は , ac の の Zg. の 前 に 2。 の es2 ーー が 付加 「 
され た も の と 理解 され る 。 
' りり 上 述 の よう に bd の opg. を 62se 十 62z. に 分 解す る 事 は , 全く 彰 健 構成 
解釈 . 上 の 便宜 に 過ぎ ず , 現実 の text に 現われ る og. が 常に と この よう に 分 けら れ 
る と い う 過 認 味 で は な い 。 だ た と えば syzc. (infra 3.1.) は , 2gse と 次 の 2. と の 
間 に も , 他 の 位置 に 誰 け る と 同様 に 起 っ て いる 。 「 
リノ の 内 部 構成 人 関し て は 。 様々 な 見 解 が 表明 され て いる 。 7gco は , 各 pg. を 
TAnttakt と 2 つの が Euss7 (シュ ンー と ーー ンー) に 2 分 解す る が , その 根 
拠 は 十分 に 論じ ち れ て いな い (ac : ンー ン ン ー。 ンー ンー: bd : 
0 ーー ン ーー マー)。 SZ22272 は , ac を 42. 填 422. 672. ンー- 9 ー) の 3 
gg の (に, bd を 22se 十 前 記 3ggz2 に 分 解す る が , この 理由 も 明か に され て いな 
い 。 8 の 概念 を cz. に 導入 する 必然 性 が 筆者 に は 感じ られ な い 。 又 , ozg. の 
一 部 と cg の . の 一 部 を 組合 せ て 1 つの ggzg 及 至 は “Fuss” を 作る 事 は 。opg. と 


Pali /Z72A2 に 於 ける 2 の gc の 2s の 性 格 ( 阪 本 ) (167) 


eg の . の 境界 を あい まい に する の で 好ま し く な い 。 

他方 叶 2z2ez は , SZ272 の 上 述 の go の 区 分 に 対抗 し て , ac を 2Zz. 十 422. 二 
c の の. に, bd を 427. +422. 寺 cg の 。 分解 し , この 42. の 音 館 妖 を “proto-ggzg” 
と 称す る (8158 sqq.)。cgZ. を oZg. か ら 分 離す る 事 に は 筆者 も 橋 成 で ある が , opg. 
を proto-gg2@” に 分 ける 理由 が 説得 力 を 欠く よう で ある 。 彼 が 根拠 と する 自身 の 統 
計 結 果 は 次 の 通り で ある : ac ogg. 2.) ぞ ン ジン ジー 93 名 bb) デン ンー ン 5.5 多 , 


Cc トン ーー ハン テン 3 め : bd の の みみ. a) この ムン で ハイ ヘス ムジ ミタ ジー82 て 3 央 :b by マテ デン 


ー マ ン 及び ンー ンジ ンジ 5, c) デジ ンー ンジ 4 を . 5) は gg. の 
政 2z2ez 式 区 分 に 有利 で あり , <c) は 逆 に 不利 で ある 。 a) は 中 立 で ある 。Db) 対 c) 
の 率 は 訓 送 を 考慮 する と ほほ 等 で ある 。 従っ て , 上 の 純 計 結果 か ら は 27 の ez 
の 結論 を 引き 出す 事 は で き な い 。 
この 点 に 関し て 典 味 深い の は , 土着 韻律 書 の szc. に 関す る 記述 で ある (supra 
の 7 人 6 うっ 即ち , 72. は ,ac の opg. 対 し て は ンー ンー ジジ ぞ , bd の opg. に 
対し て は ーー ハン ーー ハン ーー と いう se. の 形 し か 許し て いな い 。 e. 以降 の 韻 
律 書 は , 更に C bd ンー ンジ ンジ ン と いう 形 を 付け 加え る が , ac に ジン ンー ン 
を 認め る 事 は な い (Yz. は 例外 Y. supra p. 禄 n.3)。 和 政 gzge 式 
の 区 分 より も むし ろ 8 が 式 の 区 分 を 支持 する も の の 如く で ある 。 」 

し か し , いずれ に せよ , 筆者 の 現在 の 調査 段階 で は , gzg. 内 部 に “Fuss"。 “ge- 
29” 。 “Droto-g29” 等 の 概念 を 持ち 込む 必要 性 が 認め られ な い 。 

2.2. 一 般 的 な 22z. の 6wse デー の 代わ り に 3、 の 560se Oi 
_- は 一 が 用 いら れ , その 結果 bd が 172. (opg. が 9.) を 有する 事 が 
ある 。 

i) 17. を 有する bd の 正当 性 は 大 い に 論議 を 呼ぶ 問題 で ある 。 土着 韻律 書 
は , bd は 16 み . を 有する と 明言 し て , 17%. の 可能 性 を 全く 考慮 し た い Csupra 
D. 2 の 。(% グ 

し か し , 現実 の Pa. 文献 に は 時 々 17zz. の bd が 現われ , その すべ て を 必ず し 
も 単純 な text の 損傷 に 帰す る 事 は で き な い 。 筆者 は 3%. の 09se を 2. の 一 般 
形 に 対す る 特殊 な 変化 形 と し て 一 応 承 認 し , その 結果 得 ら れる 17z と の bd た 限り 
原則 と し て 正当 と する 。 そ れ 以 外 の 理由 に より 17 み . と な る 場合 は , 何ら か の me- 
trical licence(Y. 別 稿 85) が 働い て いる か , 或いは text が 損傷 きれ て いる と 考え る 。 

8 華 者 の と の 立場 は ほぼ SZzZ77 に 一 致す る 。 彼 は , 62se と し て 認め る 4 形 (: 
ママ シン ーー ツン ) の 中 , 特に シー と 一 ン を より 吉 い (2 3 も 
っ と る も, ンー と 一 ン が 大 いと いう 根拠 は 示さ れ て いな い 。 

42co06 た も Pa-20 が の 正当 だ pd と じ て 17。 の 形 が ーーー シン ハ プ タビ 
マー ンー) を 認め , の みな ら ず こと これ を すべ て の "2 の.“Urtypus の と ど み な す に 
至る 。 し か し , この 仮説 を 直ちに 受け 入れ る 事 は 困難 で ある (Y. supra p-29 

0 洗 く 対 因 的 に 。 2 の eZ (S174) は 17. の bd を 一 切 否 定 し , text の 損 


(168) _ Pali 成 2 め 人 に 於 ける Z2 み の cZgZggs の 性 格 ( 了 本 ) 


作 で な い 限り は metrical licence に より 162%z。 こ 遇 元 す べき で ある と 主張 する ez 
4 が so も この 主張 に 従い 。17. の bd を すべ て 訂正 し て い * る 。 

と ころ で , 茹 者 の 出会っ た 限り で は , 7Z. に 現われ る 2gse デー 又は 一 ツン を 
他 っ た 17z. bd の 大 半 は , 異 読 そ の 他 の 状況 か ら , 強い て 16z. 還元 する より 
も , 172. の 形 に 留め て お く 方 が は る か に 自然 に 感じ られ る 。 又 。 te の 訂正 の 結 
炒 17%. に な る と 思わ れる ヵ 9. も 少な く な い (v. 別 稿 表 2 )。 

し か し な が か ら 注 目 す べき 事実 は , この 稀 な 形 の 0zse ンー- 又は 一 ン が , どの 
よう な 形 の o2g. に 対し て も 同じ 比率 で 現われ る の で は な く , 実質 的 に は 一 ン 一 
で トン と いう 1 つの 形 に 集中 し て いる 事 で あ る 。 この 理由 は 不明 で あ る が 、。 0 

の “Urtypus” . 説 が 想起 され る 。 以上 の よう に , 62se ンー 又は 一 ン の 設定 に は 
巡 念 が 残る が , この 問題 の 究明 は 他 の text の 更 な DI 事 に し て . 7Z. に 関 
し て は ひと まず 前 記 の よう に 定め る 。 


う 3. 《 の Zg. の 形 館 》 「 
3.1. の の g. の 一 般 的 な 形態 は , 22z. ずつ 分 割 可能 な 形 , 即ち , ac: 


0 ーー 人 2 bd ・ ・ ーー ニン この る と アン で ある 。 ーー トン トン ペン カバ 256 


で 代替 され る 現象 を sy%co カ eo2 と 呼び 、oZg. の 内 部 に 自由 に 許す 。 
但し , 9 の g. と ce の . の 境界 に また が り ce の . の 形 を 破壊 する SC. は 誰 
め な い o 丈 , 連続 する 2 つ 以 上 の sye. の 融合 。 即ち , ジン ジン ジン の 
代 略 と し で の ジー ニク ドン ンー ント ンジ か の 代 則 疲 位 電 の ンー 
で も 許さ ざれ な い 。 

り Pe が を 除く 土着 韻律 書 は 一 般 的 に は syzc. を 禁じ て いる が , 同時 に 。 とこ 
の リズ ム ンー マー が の 2g. 中 の 特定 の 位置 に 固定 され た 特殊 な 韻律 と し て , zzcyg- 
2Z772 等 を 定め て いる (supra p.23)。 こ と の 外 に , 万 e. と が . に は S77c. の 目 由 な 
韻律 2ggdz も 登場 する (supra p.22)。 従っ て , 土着 韻律 書 よ り も 古い 段階 
で は , 一 般 の og27. の 2g. に 於 て も 自由 に syzc. が 行わ れ て い * た と 推測 され る 。 

722772 0 (8.4 sqq.) は , syzc. と いう 術語 を 用 いたい 事 , 及び ggzg に 対 
する 考慮 を 除く 筆者 と ほぼ 一 致す る 。 政 2zez (8158 sq. ) も 実 実質 的 に は 同じ 事 
実 を 述べ て い CA 彼 の いわ ゆる “proto-ggzg” 内 部 で は この 現象 を syzc. ご 
呼ば ず , “proto-ggzg” の 境界 を 越え て 引き 起こ され た お 場合 に の みこ の 呼称 を 用 い 
る 。 但し . 彼 が , cg の . に また が る syze. 及び cgg. の 最初 の 重 音 館 の 7eso/z77oz 
(一 ユン ツン) を も 認め て いる 事 に は 析 成 で き な い (Yv. infra ))。 

1) 7 を. 及び 万 e. の ZZpgg/2 - (supra D.22) は , 2zgZZ. cgg. の 最初 の 重 
音節 を , いわ ば o2g. に 組み 入れ て , 自由 な 変化 を 許し て い ) る 。 こ の 事 か ら , Skt. 
品 儲 に 取り 込ま れる 前 の 段階 の 2 を で は cg の . が ーー ンー だ け で あっ た が , 
Skt. 化 さ れる と 同時 に いわ ば 前 進 抜 大 し て -- ン シー マン と な り , や が て は ヵ g. 
初め の 2. 以外 の すべ て の 部 分 を 覆う 事 に な っ た の で は な いか と 想像 する 事 は 不可 


Pali /272&Z に 於 ける 272677@c72 の 227 の S の 性 格 ( 阪 本 ) (169) 


能 で は な い 。 し か し 同時 に , gg. の 本 来 の ce@. 一 ンー ンー が , 後に 3. な 
どの 昆 響 に より ンー ツン ーー に 縮小 され , 或いは gc み . の 影響 で cg の . 内 部 で も 
esO の 7 が 起こ る よう に な っ た と いう 可能 性 も 考え られ る 。 了 示 

いずれ に せよ 。 7g. に 於 て は cg. 内 部 の zesofkzog を 認め 難い (但し ,Y. 
別 稿 84 3.1.1))。 又 , ce2@. に また が る sye. は 重複 を 除く と 3 例 あ る (Y. 別 生 
94.2.1.) が , 1 例 は text が 極め て 疑わ し く , 1 例 は metrical 1icence に より 正 
常 な c@ の . に 訂正 する 事 が 不可 能 で は な い 。 従っ て , cg の . に また が る syzc. は 許 
きれ な いと 考え て よい で あろ うう 。 。 「 “ 「 
「 a) cog. に また が る sygc. の 1 例 は , N.458 ひ ggyg-7 巡 . "184"192 "209 
2 で ある ::。 gye 72 の 72 の 2 CZ の SS27 の 7 の 722772 の 72 C ン ヽ ン ーー ーー ハン ーー ハン トン 
ーー nz の ctYek D.C zzzg 交 . ) 他 の の 2. は 正常 な gz の . で ある (Y. 別 稿 表 1. 2)。 
この “の ez の 2” は 本来 ヵ 272Z0 ( ジ 722 の - 十 の 7 の の augment の 付か な い a0T.②) 
cg7 の ss の 72@220 (トン トン ーー ニー ハン ー ハ フー マー ー フ 。 ' 
- -D. Andersen (A Pali Reader。 Part 1, Copenhagen 1901。 p. 126) が 早く 
に 指摘 し た よ 5 人 と, Pa. canon を 通じ て 一 連 の “22@ …… カ 2 の 70" の 定 名 が 韻律 に 
所 世 で 用 いら れ て お り ,。 “の ggo (名 詞 の 976- nom.Sg. と 一 致 )” を “の 772 の 
(augment の 付い た aor.)” に 訂正 する 事 に より 韻律 上 の 困難 が 解消 され る (前 
の 例 で は “Zzz の 7)。 し か し , J. Brough CThe Gandhari Dharmapada。 Lon・ 
don 1962。p.194) 及び KK.R.Norman (The Elders′ Verses 1、PTS 1969。839) 
は 。 Pa. canon の 編 筑 者 達 が 特に 韻律 の 細部 に 敏感 で や っ た と は 考え られ な いと し 
て , 本 来 の 形 が “22ygdo” で あっ た 可能 性 は 認め な が ら ゃ も , 実際 の text の 訂正 に 
は 消極 的 で ある 。 「 ee 

canon と し て の 7. の 成立 を どの よう な 段階 に 於 て 認め る か と いう 5 事 は 極め て 困 
次 な 問題 で ある が , 少な く と も この 定 名 に 関し て は , 筆者 は text の 訂正 に より 横 極 
的 で あっ て も よい と 思う 。 そ の 理由 は , 1) この 定 句 に よる 韻律 上 の 困難 は 3.。 
2 が .。 の. の 各 cg の . に 散ら ば り , と り わ け 37. の 偶数 ヵ の . の ce の . の 形 を 損 う 
事 に canon の 編 築 者 達 が 平気 で あっ た と は 到底 考え られ な い (3$.: 7g.N.521 47? 
ーN.527 67 マ = ニ N.540 1252 : 2g77.: yg IT p.195。 の gz の go 371c。 /g. 
N.415 8 Cinfra 4.2. iii) b )) : gz の .: supra 4 ヵ の .)。 2) 37. の 例 で は acc. 
2 の g が の を を 支 札 し て お り , 又 上 記 の の. で は “の gg2o" で は な く “の grgdg" 
が 現われ て いる の で , 編 築 者 達 に よっ て 完全 に “名詞 が gggg- の nom.Sg.” と 
誤解 され て いた と は 思 を な い 。 | | に 

b) cg〆. に また だ た が か が る SC. の も う 1 つの 例 は , N.545 、VZ27zy2 の 72 の 77 の 

72. 286 で ある : ee 2@ の カ の 27 の 2227 の . (一 一 ハン ー ハ ンマ ーー い ン ー)。 Fausbg11 
は この ヵ . 末尾 に og を 加え る 事 を 提案 する が , それ で は 韻律 上 の 困難 が 解消 され 
得 な い 。4/soz7 Cp.34 c.p.31 n.) は - 記 の text を を の まま 示し , “verderbt" 
と 付け 加え て いる 。 「 「 


(170) | Pali 7Z7zAZ に 於 ける 7 の 柏 格 ( 阪 本 ) 


この ヵ 7. は 次 の よう な Hicence を 考え る 事 に より 正常 な 2g7 が . と し て 読む 事 が 
で きる : e7e ZZ な の 7277 の 277 な 。 nom. pl.-a は 極め て あり ふれ た 現象 で 問題 は た 
い 。 み 222 へ 2977 の metrical doublet は 十分 確立 し て いる と は 言い 難い が , 一 連 の 
_ doublet の 977co777 の - 三 ー カ 977cgZ77-. ) の の 772 の s7 ん の - 王 ー 77 の の s7 ん の - 等 の 存在 か ら の 類推 と 
] や や , こと 公認 めで よい 、 * ヽ の で は な い だ ろ うか (ef エ . Edgerton: BHS.- grammar ' 
and Dictionary。 II JDictionary s.y. "2 の の 2 の 5 ) 927 が: Les MeU PTOS6- 
ー dies…… 85. 99. | ーー し 1 1 
で ) 残る 1 例 は N. 415 人 777777 の s の 277 の - -767. 92 で ある : so 222 722 eog 

22 の 2727 が 。 ( ーー ハマ フー トン ハン ーー ハン ーー)。 7 の eoZ2 つ 7 2 の な どの 変化 に よ よっ 
「 て 韻律 は 改善 され る が , と の 上 うな sgzZ7 が 実際 に 起 り 得 る も の か どら か 疑問 で 
ある (eg@ つ の の に 関し て は , cf. Bohtlingk- Roth: _Sanskrit-Worterbuch (St. 
Fetersburg 1855 一 75) s. VI 90 の つつ 。: 徒 つ で 」 光 の 9. の 形 は 本 解 典 の を ま 残さ れ 
る っ 

ii) 連続 する 2 つ 以 上 の syzc. の 融合 に つい `* て は どの 韻律 書 も る 特に 記し て い 
な いい 。 S772C. の 禁止 され て い いる Skt. 2g が . に 於 て syzc. の 策 合 が y 問 題 に な ら な い 
の は 当然 で ある (Pepez p.308 の 説明 は 不適 当 ,v. supra p.20 一 21n. 9 こと ど や の が 
困っ た 事 に syzc. 禁止 規 定 を 欠く Yzz. に 於 て は , 韻律 形式 の 例文 を も 兼 る 条文 
_ 自身 が syze. の 融合 形 を 示し て いる : 282 sg2ze 7 の 67 7g-72-g の 7270 7 の 77 ( ン 
9 ー ン ン ン シー ンー ンー)。 "522 fk 67 が と で も 読む の か と 想像 され る 

> 手元 に 資料 が $S な いた め は っ きり じ な いび 。 

72. で 見 つけ られ る の は , bd opg.。 一 シーー ン 2 例 だ け で ある (V. 0 2)。 
いずれ ゃ も text 自身 に 疑い が 持た れる 。 


1 つ は , N.421 Cg の 72-77. "82: ん 2g27ZsO7cc/ の ss 7 の 7 グー リー 


ーーー トン ーー ハン ーー 2 (YV.1. EE-B2 げ ?-soZ2ccgssg: D Zzz7sO7Zcogssg. ) soccZ か の 
は 。 BHS S の 97977 の - * 優 し さ " 生き を assimilation 形 soz2cc@- と 274277/7772 
形 SO7@c2D@- と の 混同 形 と 思わ れる 9 こ で は 好ま SKUOG ん Zoz72s07gccgss の 


( テリ ) 或 い ( よ ん 27272507 の 7 の SS の に text を 訂正 すべ き で あろ う 。 この ZZ. の 
他 の 29. は すべ て の ⑦g. の 最後 に ンー を 示す の で , 後 者 が より 旨 ま し い 。 (複合 語 
前 肢 の 最終 音節 の 重 音節 化 ( 別 稿 85 1 1.4.) (に つい CM CH _ Geiger (V.infra D. 

| 9n. 3 832。 S93x Smith: - Les deux prosodies……" 83.6, 85. NODI の) 
、 残る 1 例 は , N.449 ggg7/g. 6 で ある 。 この ZZ. は 特殊 な cad. 一 
ー ン ンー を 持ち 極め て 疑わ しい (Y.… infra 4.2。 1ii) で ))。 

9.2. bd の og. に 於 て は 6 つの 軽 音節 の 連続 が 許さ れ な い 。 ac に 於 
て は 構わ な い 。 (即ち , bd opg. に 対し GMA SS スバ レム ヘイ Na ィ 
TOUN2O070 の の ツジ ツン の 3 形 が 全 あ られ る 。 ) 

ジリ YV. supra p.23 c.n.4. 筆者 の 検討 し た 範囲 で は この 規則 は 完 完全 に 守ら れ て 
いる 。 然るに , SzzZ7Z。 2Ze ヶ ら が この 点 に つい て 沈 馬 し て い ヽ る の は 奇妙 な 事 で 


PEPPY 


Pali /Z7zAZ に 於 ける 2 の 2c72gos の 性 格 ( 阪 本 ) (171) 


ある 。 なお, e6ez (CD.309) が シン ン ン ンマ ン ン ンマ ツン を 禁止 条項 に 含め て いな い 
事 , 及び 7Zco0 Cp.594 sq.) が 連続 し て いな い 6 つの ツン (eg0 ン シギ ポン ン ン 
ン ) を も 禁止 と 解 し て いる 事 は 誤り で ある 。 4zZe D.Cb) の 記述 ("…the syllabic 
instants in the even quarter should not be all composed of short syllables 
_or 1ong syllables,…”) 及び 472 が: “Uttarajjhaya Studies” p.115 の 記述 (“ 
….tHe 8:fmorae at the beginning of the odd,。 and 8 at the beginning of the 
eVen カ 222 Should not consist wholly of long or whol1y of short syllables. 


は と ゃ も に に 不可解 。72. で は , ac ニー 一 は か た なり の 用 例 が あり , ac ン ン ンマ ン ン 
mn の bd ー ポ ュー テーーー や も 皆無 で は な v 3 (V. 別 稿 表 1. 273 


何故 。 6 つの て 連続 が bd に 限り 禁じ られ ac に 対し て は 許さ れる の か , 理由 
は わか ら な い が , 一 般 に opg. 形態 と し て は 3 つ 以 上 の 連続 が 回 避 さ れる 傾向 
に ある 。 特に , 4 つ 以 上 の ン 連続 は ,ac 一 シン シン ン ン と ac シン ン ン ンマ ン ン 
を 除き , 極め て 稀 で ある (Y. 別 稿 表 1,2)。 (Apabhramsa 的 な 新しい 韻律 に 見 られ 
る " 連続 を 好む 傾向 に 対し , 古い 宮 律 に 共通 する ~ 連続 を 回 避 す る 傾向 に つい 
て は , cf.Smith: “LeS deux Drosodies…".S5.1.) [ 


_ 4. <《ceg. の 変動 》 

4.1. oe2. 2. と oe の . 7. は 時 と し て 同一 詩 館 中 で 混用 され る 。 
(但し , 単なる text の 損傷 が この よう に 誤解 され る 場合 も ある 。 ) “ 
iD 2g み が . の. と gw の . 22. と の 同一 詩 館内 で の 混用 は 広く 知ら れ て いる (SzzZ 
8.4: 227/22 8123)。 し か し /72. で は , 攻 27ZeZ の 述べ る よう な 規則 的 な ggZ7. 
22. と ge の . 29. の 交代 は 見 られ な い 。 (V. 別 稿 84 2.5.)。 /g. に 於 る 混用 例 
7 例 中 , 6 例 は 1 の. だ け 2g27. の 混 っ た 6 の ., 1 例 は 2227 2ZZ. に 形 の 月 れ た 
_g の . らし き 229. の 組合 され た 詩 節 で ある が , その 中 の 幾つ か は 本 来 完全 な geP. 
で あっ た 可能 性 が ある 。 「 | _- 

a) N.458 り Zgyg-72. 21 に 訟 て ,E は gz の . abd に 対し て C だ け を zegZ7. 
で 示す : 2ZZ27 の 2 の sO 77 7 の 22Z7 の .(V.1. D 7@2229 の 26。 D-S 朗 2272 の D-C 7472Z タ の . ) 
7@2296 は 722- の pres. stem か ら 新 に 作ら れ た だ た absolutive で ある 。 abs. 
suffix -? の は , metri causa の 範囲 を 越え て 広く zzgYeg2 で 用 いら れ だ た も の で 
ある が CWackernagel-Debrunner: Altindische Grammatik IT.2. p.781), 
Ardhamagadhi に 残っ て いる と いう 説 も る ある (K.R. Norman: “Some Absolu- 
tive Forms in Ardha-Magadhi" 。JJJ IE 1958 p.311 一 5) の で , Pa. に 用 いら れ 
て も 不思議 は な い 。 し か し , この 2. 末 の 位置 で は 表記 に か か わら ず 常 に 重 音 館 と 
し て 扱わ れる の で ある か ら , 特に と こ abs. suffix -y が 残さ れ て いる の は 奇妙 
で ある 。 従っ て , D 7 の 226 が 本 来 の 形 (<. ) で は な か っ た か と 推測 され る 。 

b) 同様 に N.508 ア gZ2cg の 7772 の 7 の -76. 1 に 於 て も , E は 2 だ け を 
2227. と する : の 22C2 の 22 の 77Z SG77 の gg7Z. (Y.1. D sg の go72 7 が 7 の. ) 完全 な 6 の. 
評 節 を 作る D の 形 の 方 が 好ま し い 事 は 言う まで も な い 。 


(172) Pali 7272&Z に 於 ける 22222228 の 性 格 ( 阪 本 ) 


c) 2g7. 2 が の. と ge の . らしき 272. か ら 成 る N.111 Cg み gg の gg な 、 
1 は 非常 に 形 が 月 れ て いる た め , 本 米 の 形 を 優 元 する 事 が 困難 で ある 。 


_a 7 が 521 726 の 7 6 の 72 2797 が es23 seyyo 6。 ン ンー ニー ハラ ーー ブフ ) 
b カ z77e7z2 /Z72 7 が 1 7272se77 (一 デン ンー ンー ンー ーー つう, 
C 797 の の Ss727 の ss の 76 Cy の 772 (一 - ーー ペイ クズ ンー ンー リツ) 


_d ZssgZ27gssg / が po の 7 の が 2 6 ラン ン ニ ン ン と ーー ン と \ ン ーー). (vV.1. 1. 
E-B2 Ags7: D gc7. 2. D epgzz2 が osw. 3. E-B2 gs7。 4 D-Bg 太 う ーー 
( 訳 )「 父 は 子 よ り も まさ っ て いる と, も ゃ し も ゃ あな た が と の よう に お 考え で し た ら , 
最 勝 な る 王 よ , 何と まあ , あな た に と っ て は これ (ロバ ) が ラバ より も [まさ っ て い 
る と いう 訳 で ざ で ざい ます か /] ロ が は ラバ の 分 林 で ご ざい ます か ら ょ と ニー 
_cd は 正常 な 2227. で , Fausb11 の 注記 “add pi?” は 不要 で ある 。 最も 自然 な 
解決 は ab を gz の . 2 その 場合 D の opg. が 2w. 不足 する 。 あ 


まり 重要 で な い 2z. の 語 (e.g. kho) が 脱落 し た か と も 想像 で きる が , 支持 する 
も の は 何 $ も な い 。 
_ai 972 772272 @2 7 の 7 が 6 seyyO (一 - い ント ンーーー ハ ンー ハン ーー), 
_D」 ヵ Z77ezz2 く Ao7?> の 77 7 7 の 7 の se7772 (一 - ンマ ペー ツン ーー ハン 2 * ン ーー ーー). 
_ ab 間 の 2Z. 区 分 を 移動 すれ ば , gg が . の a が 得 ら れる が b は 9Z. opg. 一 
ンーー ン ンー . supra 2.2.)) を 伴う aup. と な る 。 リー 
az 7257 7 の 9 @ の の 772 の 222s7 (一 ハン ーー 一 ペン ー ペ ンー ), 
b。 seyy の の 277e772 の 272 7 7 の 7gse7772 (一 レーーー ン ンー ンー ン ーー ーー). 


いずれ に せよ ょ 憶測 の 城 を 出 な い 。(Z9. 区 分 の 移動 に 関し て は , y」 別 稿 S4 3.2.) 
4.2. 同じ よう な 同一 詩 節 中 で の 混用 が ge77. と 2 が 7. の 間 で $ 予 想 
され る が , Je. に 於 て は は っ きり し た 例 が な い 。 た だ , 極め て 稀 に , 正常 
な 。 の 0 中 に 於 て 0 の ーー ンー ンー の 代り に 特殊 な た ce の 9. 一 一 ご ン 
一 及 到 は 一 ン ン ーー を 伴 2 が 7. が 見 つけ られ る 。 こ の ceg9. の 形 が , 
伝承 過程 の 単なる 損傷 に よる も の か , rowtor 胡 か ら 
容認 され て いた の か , 現在 の 段階 で は 決定 で き な い 。 「 
26277. と の @ の 267. の 混合 詩 館 と し て は , た と えば 7 ん ezgg27@ 1218-20。 1222 
が ある 。 一 連 の 26g. (S7227 み ーNorman, 筆者 の 分 類 で は . @ ヵ の. ) 詩 節 1214 一 22 の 
中 1218z 1219e 1220z 1222g の 各 ヵ Z. が 2gZZ. の 形 を 示す 。 こ の 前 後 の 韻律 の 
形 が か な り 月 れ て いる の で , canon と し て 成立 し た 段階 で 既に 2g7. cg@. が 用 い 
られ て いた か ど 2 か 不明 で ある が , 現在 の text が zegZ. cg の . の 混用 を 承認 し て い 
る 事 は 間違い な いで あろ 2 う (cf. KK. R. Norman: The E1dersy Verses Ip.290 
3 のり 6 
ji 上記 の 特殊 な cg の. を 持つ 2 の . の 特色 は , ggz2 に 区 分 され た 時 , 第 3 ・ 
第 7 ggzg に ンー ツン の リズ ム を 回 避 し , 古 のみ y@? に 極め て 接近 し た 形 を 示す 事 
で ある 。 実際 に , Fausb 只 1 は この よう な ZZ. の 1 つ を 誤っ て の み 72 の 如く に 表記 


_ Pali 較 262 に 於 ける 2 の 7 の cg の 9 の 性 格 ( 阪 本 ) (173) 


じ し で いる (CVY。infra 1 り e で う 。 な お , cg の に また が る sy2c. を 有する ogZZ. が の . 
も , ggz2 に 分 けら れ た 時 , 第 2 ・ 第 6 ggz2 に シー ンー の リズ ム を も た らし, 正 
常 な vg7. 2 より ゃ 古 の 2 に 近づく 事 が 注目 され る 。 作 誠 さ れ た 当初 か ら この 
よう な 形 で あっ た か どう か は 別 と し て , 長い 伝承 過程 に 於 て こ れ ら の 異常 な Z の . が 
ほとん ど 異 読も な く 保持 さ し 6 さだ の @79 の に の 類似 現象 に 支え られ て の 事 と 考 
に 計ら れる 。 

9 上 記 の 特 導 な Cc の 〆. ef F2 の の は な 中 に 5 例 見 つけ られ る な 84 
25288 「 
a):EN. 112 4ederzzeg4e7a (=Ni: 545 67427477765g の -7 の . T CZ カ 42272 の - 
gg/2772) 1 は 6 の . か ら 成 る 非常 に 形 の 崩れ 7 た 詩 館 で ある 


8。(e2 の S0777 07722g2 c の (ニーバ イ デーン バン デーーー フ ) 
b gzgz22g の 97Zso cg の の の 27 の ント ント ント ンーーーー ハ トン ーー ンー つ )。 
Cc ?e@2277221 7e246 2672727 (一 一 一 ハン ー ハ バン ンー ーー)) 
_d ?e22 2222272 7 7672 の 29922273 (一 ハン ーー ーー トン トン ーー バン トン ーー ーー)) 
Ge 6 の 8 の 77/ イ イノ 4024277262S8g (ーー ハン ーー バフ ンー ンマ ーー うー 
f ge7222 co7277Z カ 72 227 の 7 の 77 (一 一 ーー ハン ハン ーー ハン ーーー テ ーー). (Y.1. 1. 


E-BZ 及び D yezg 2oZZ7. 2. E-B2 及び D ye の 7 の の 2 の 2727. 3. E-B9 7e24 の 
2 の 9777。 C6 欠落 ) 一 一 ( 訳 ) その 道 を 進ん で ゆく と 大 考 の 挽 割 粉 [ を 売る 店 ] 
と お か ゆ 【 を 売る 店 ] が あり , 復 業 樹 oz2Zyg 樹 ) が 花咲 いて いる 。 そ れ に よっ 
て 食べ る も の (右手 ) に よっ て 私 は 【 道 を ] 告げ ば る, それ に よっ て 食べ な いも の ( 左 
中 に よっ て は 秋 は 人道 を ] 告 ば ない (Y. infra ce d2)。 で れ が 9 衝 00028 
行 ぐ 條 で ある 。 この 隠さ れ た 道 を あな た は 理解 せよ 。 
ai 二 '67)。D は 27 (介し 7 の の 22 が 2 四 尾 あみ cd は c2 の ーー ン ン ーー を 
伴い , o カ g. も 少し お か し い 。 e は 不明 だ が の の . に 近い 。f は 少し cg の @. の 崩れ 
た 2g が 7. で ある 。47g722gs7 Ced. EE. Senart。 Paris 1882 一 97) II p.86 に 対応 
する 2 詩 節 が 存在 する 。 


(1) ab ye s@/720727 の 228 の Co 7g74226 の 97Z3Z c の の 7 の の 7。 


_ cd ye@ 569 4 の 7677 の 77S7 7 7 どの の 3$657. 
(2) ab 7y7 の 2 の ggg&yg c の ん Oo77 の c の 時 の 2 

_ Cd 27277 277 の 7 の 22 g7267 の 722 g2cC7 の 227 Y の の の ん の cc の 6272. 
_ (1) の a sg//2077 の 72g@ は Fa. の s@ 好 み - (Skt. sz-) と 07/22g の - ( 語 原 不明 ) 
を 誤解 し た も の 。 (2) c 2@yzg% も 誤り で ある (Zzz2 奴 7)。 @ は 7 G) は 4 が 
bcd は ひど く 棚 れ て いる 。 

点 か ら 見 て も , Pa. 72. の 詩 節 の 方 が 2222s7026 の それ より も 本来 的 で あ 

る が , Pa 79. の 詩 節 目 身 も 多く の 問題 を 含ん で いる 。 
- まず , gg77. が 6ZZ. を 有する 事 は 極め て 異例 で ある (Y. 別 稿 84 3.1.)。 し か 
し ab 87. の) と cdef (2g77 の と の 2 つの 詩 節 に 分 割 す る に は , 更に 2ZZ. が 必要 
で ある 。 ひ と まず , af 全体 で 1 つの 2@27. と みな す と , ab に 対し て は 次 の よう 


(174) Pali 7272&2 に 於 ける 72 の cg7ggs の 性 格 ( 阪 本 ) 


な 形 を 想像 する 事 が で きる 。 C か LE あ る 穫 読 若 は fb な く , 又 他 の 可能 性 も 考 
られる 。 


_a1 6 の く 22> sg 62722gZ c の (一 一 一 一 ハン ーー ンー つ )), 
D」 22Zgzz24 の の 7 の so cg み の ZZ27 の ンー ハン ー ハ ンーーーー い ンーー い ンー つ )), 
Ds 27g2224 の 7 の s0 c” く egg> の の の が 77 の (ンー ヘン ーー ー- ーー ンー ペン ーー)、 


(instr. sg. -@Zz@772 に つい て は , cf. R. Pischet: Comparative Grammar of 
the Prakrit Language (tr. byS. Tha。2nd. ed. Delhi 1965) 8182、8364. -ez@ 
か ゃ も 知れ な い , cf. Altindische Grammatik III p. 92, P: 499. Vi 量 前 受 最 終 普 
節 の 重 音 館 化 は , v. supra 3.1. iii):.) 
c^f が の 7. の 仲間 で ある 事 は 間違い な い 。5# は 容易 に 正常 な 2@77. と 訂正 さ 
れる (227 の 7z72 に 関し て は , cf. Smith: “Les deux prosodies…” 810. 3)。 
fr @22% cZ92272 の 7 の 7 277 の 7 (一 一 トン ハン ーー ンー ンー). 
e の 原形 を 推定 する 事 は 困難 で ある 。 幾つ か の 可能 性 が 考え られ る が , いずれ も 
環 付 け を 欠く 。 た と えば , 
6」 の 5 の 7222 の O y の 2g2277o (2g77. )。 
eg の 5 の 72 の gO 》 の の 77227772 の ss の (7 の ). 
cd は , cg の ーーーー を 伴う 。c の opg. 727. d の oZg の . 922. の 訂正 
は むつ か し く な い が , d は 9%%. の まま で も よい (Y. supra 2.2.)。 (open sylla- 
ble で 同 母 音 の 結合 結果 が 短 母音 と な る よう た な sgzZ77 は 普通 に は 知ら れ て いな い 
が , metrical licence と し て 若干 数 の 箇所 で 認め られ る , Y. 別 稿 85 1.1.) 
Ci 36 の 2227 7e22@ の 2 のみ 27 (一 ハン ー ハ ンー ハン ンー ーー))。 
d+ 2?6229 7 の 7227 24 の 7272 の の 727 (一 ハン ーー トラ ハン レー ホン ンー ーー-). 
さて , この cd の cg の は , @2 の 7. 的 変化 形 と し て この まま 承認 ム す べき で あろ う 
か o それ と も 人 本来 は 正常 な 22 で 作ら れ て いた の で ある ろう か 。 ここ で 注目 さき 
れる の は , 742g2s7z で は 2g2g227 の 代り に 2 み 676s7 を 示し て いる 事 で ある 。 
H. LGders: Beobachtungen せ ber die Sprache des Buddhistischen Urkanons 
(CBerlin。 Abh. d. deutschen Akad. d. Wiss. zu Berlin,1954) S106 は , 22@7- 
の 方 が gg の より も より よく 文脈 に 合う 事 , 及び 両者 共に 東部 方 言 で は 2zgy- と な る 
天 か ら , Fa. と 222gs72 の 共通 の 原形 と し て og2Z227 (どの 2 の 7-) を 考え る 。 し 
か し と この 説 に よっ て も , 韻律 上 の 困難 は 依然 と し て 解決 され な い 。 筆者 は , むしろ 
2277977 (どの 2 の - の pass. 3rd. sg. ) の 可能 性 を 考え る 。 主語 を e の esg 72 の と 
解す れ ば 文脈 上 不 自然 で な い 上 に , 正しい 2g27. cg の を 与え , し か も 2g の の, ウ 9 た 
どちら に も ゃ 形 が 通う 。 従っ て , 


Co 672 の の 7227 7672 の 2g77@7 が 7 (一 ハン ーー ハン ーー ハン ーー トン ーー)。 


d。 ?622@ 222 の 72227 7 の 7222 の 2 の 977 の 72 (一 ハン ニーー トン ホン ーー トン ーー ヘン ー). 
b) N. 415 勾 2222 の s の の Z29g-7 の . 82 (cg の . ーー ハハ ンー 一 ) の 場合 は 。 N. 458 
び Zeyg-7 の . 187 199 7207 7219 の 場合 と 同様 に , “2. … カ 622” の 定 名 が 問題 と 
な る 。 本 来 の 形 は “2Zzggo" と 推測 され る (YV. We 1i) 8))。 


pati 太 4g8g に 於 ける - 22o6ge2es の 性 格 阪本) C175) 


4 の 20722 CZ 2 の c@ の 722@ の 0 (トン トン ーー トン トン ーー トン トン ーー ーー)。 SU で 
31 の 2 の 2 ZZ772 C の 22 の cg 222Z0 (ヘン トン ーー トン ハン ーー トン ーー トン ーー)、 1 
c) 残る 2 例 は , N.449 27272 の 2772. 67 75 で ある 。 と この 2 ヵ の . の cgg の | 
は 一 一 ンー ンー で , @267。 と は 関係 な い 。 627 は opg. も お か し い (連続 する 2 
つの sync. の 融合 ,Y. supra 3.1. iiD)。E は 恐らく @ の 92 と 誤解 し た らし く , 
6 を 2 行 詩 の 形 で 示し て いる ①. 別 稿 84 4.2.)。 


6a の g227777 の 7277 の 72 の 777 の 2 の Zssg77 (ント ハン ーー ハン ハン ーー ハン ーー ハン ーー)。 


D 2272227727771 7 の 7 の 2y” e7772 2777Zy の Ne タート プペ ンーー ツェー トス ーー の)) 
C の @7 の 7 2276 の 2 の の ZSs の 72 (一 - 一 ト ント ンーー ト ンーー ハ トン ーー)。 
d の 22 AZo ZZ272772 527 の 722Z02 (ーー トン ーー ーー ハン ーーーー ハ ント ンーー). 
7a Ss の cc の 72 AZO の の の 257 72 の 72 の 2@ (一 - 一 - ーー ハン ーー トン ーー トン ーー))。 
D 672 6 の の の 72 の 7272 の 27 の の 727 の 2 (トン トン ーー トン ーー トン ーー ニーー ト ペン ハン ーー)) 
CC の 2 の 47 の 2 の ZZ の Z の 72 (ーー ト ント ンー トン ーー トン ーー) 
d /e7g7 AZ7 み 2 が の 57 の 7 が 7 が ye (ーー 一 一 ハ ハン ーー ハン ーー トン ー). 


(V.1。 1. D og2229Z27.。 2. E-C を 9 ヵ 2792Ag7 の : D 6Z7y27Z27 の .)ーーー-( 訳 ) 6. 日 と 
月 に つい て は ] 昇っ て ゆく の も ゃ も 沈む の も 見 える 。 と こと (大 空 ) に , ちゃ ん と 目 に 見 
える 両方 の 道 が ある 。 し か し 一 耳 死ん だ 人 間 は も う 見 えな い 。 泣い て いる [私 達二 
人 ] の 中 で , 一 体 ど ちら が より 愚か で あろ うか ? 7. ま こと に 君 の 言う 通り だ , 少年 
よ 。 私 こそ が , 泣い て いる [ 二 人 〕 の 中 で より 一 層 遇 か な 者 で ある 。 月 を [欲し が 
っ て ] 泣く 子供 の よう に , 河 っ て し まっ た 故人 を 私 は 求め て いる の だ ノーー- 

同じ 話 が , 2272o27 が 7 (ed. EE.R. Gooneratne,。 PTS 1886) p.75 sqq. (= 
67772 の の 277 の ed. EE. Hardy。 PTS 1901。 p.322 sqq.)。 ア ez2og7ZZz (ed. 本 .P. 
Minayeff、PTS 1889) p.18 (="-27gAg72Z,。 ed. E. Hardy。 PTS 1894。 p. 
92) 及び の ZZ7z2zg の gdg が が Ag7Z (ed. HH.C. Norman。 PTS 1906--14) !. p.93 
ー100 に 現われ , 67 7? に 対応 する 2 の . は 次 の よう に な っ て いる 。 

(6? に 和 対し) Ao 772 (又は 7 の 72Z2) 272 の 27277 027y6727O. 

(729 と 対し ) 2Z272 62 72 の 272722 027y6727 の 、 ' ' ' 

現在 の 7Z. text に 基 い て , 正常 な 227. の 形 を 様々 に 考え る 事 が で き る が ). い 
ずれ に せよ 支持 する 異 読も な く , 想像 の 城 を 由 な い 。 た と えば , 2 
! 6d」 Ao zz の Ag の g7Z 022 め y2727 の 9 (一 シン ジー ハン ンー ハン ーー トペ ンー デ う ) 

7D」 GZ72 の の 72267Z 0 の 2>92722 の (ンー NN NN 0 

吉 の 想定 で は , gg gg の sgZZZ7 に 困難 が ある (Y. supra 3. + ii) c)。 別 稿 85 
9 


ーー S3 注 一 - 
1 E を 底本 と する 。 但し , N.536 た zzZ7-72. に 限り , og776e を 底本 と する 。 
2. 若干 の 遺漏 が ある 管 で ある 。 ちなみに, 政 2zgez の 調査 に よる と /7Z. の 


(176) _ Pali 7Z7zZ に 於 ける Zzz722cZg2 の gs の 性 格 ( 阪 本 ) 


2927./g2 の 、 は 計 370 2 の . (重複 を 除く と 348 ヵ Z.) で ある 。 4/sg@o77 Mcp-26 nr 
は , 重複 を 含め る と /g. に 101 詩 節 存 在 す る と 述べ て いる 。 但 し , 4/sgo27 の 挙げ 
て いる 744@72226gg の -77. 1 83 ( 王 N.508 2 の の 27 の 272 カ 7 の - 7277: 22) (は 77 2 

の 誤り で ある 。 以上 の 外 に , 2g77.。 か ら 発 生 し た gcc. ヶ Zg7277272 (supra D. 2 6 
) が 19 詩 節 存在 する が CN.536 た zz7z-72. 61 一 79)。 zzc2. の 中 に は 含ま れ な い 。 

3. Pa. で は augment の 有無 に か か わら ず , aor. が %@ を 伴い 禁止 法 と し て 
用 いら れる 。 injunctive の 意識 は 全く 和 失わ れ て い y 誠 aor. に 於 る augment の 付 
き 方 に つい て は , cf. W. Geiger: Pali Literature and Language (tr. by B. 
hosh, Calcutta 1943) S158. ' 

4. 古 の 2@ の 形式 は 次 の 通り (| は ggzg 区 分 , | は 休止 を 示す ): 


ュ 、 ン トン ペン 70 ペン ペン グー ジュン * ン ペン ベタ ヘ シ ペン トン ント ン Pr 
ペン ーー ニー 


新 22y@ は , これ に 対し , 第 3 ggzg の 後に 休止 が 移り , 第 2 行 目 第 6 ggg が ン 
1 つ に 短縮 され て いる (cf. supra/p- 26 : 7zco07 p.596 : 47sgo が : Die Arya- 
Strophen… p.9 sd.)。 “ 


